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実現されました。研究と教育の一体性の主張も先生の持論のひとつです。学士課程教育と研究所の研究との距離は極めて大きなものがあるのは自明のことです。しかし、そ 間の距離を少しでも縮め、研究を教育現場に還元して、教育の質の確保・向上を実現する も先生の夢 ひとつでした。先生のご尽力により政治経済究所設置が実現したことで、本学は、ようやく社会科学系の教育を行なう最低条件 そろえることができました。　
寺崎先生は、二〇一〇年、ご自身のリーダーシップのもとに、大学院政治経済学研究科、環境学研究科、看
護学研究科の三研究科の修士課程開設にも踏み切られました。二〇一二年 これに加え、言語文化研究科修士課程も設置されました。二〇一三年に政治経済研究科、看護学研究科 加え、仏教学研究科に博士後期課程が設置されましたが、これも先生のお力がなければ実現いたしませんでした。大学院のこうした充実 よって、先生が日ごろからお考えになっ いた研究と教育 相互連関が本格的に実現したといえる 思います　
寺崎先生が学長として、最後になさった大きなお仕事が、法学部と経済学部の開設でした。二〇一四年四月








野大学政治経済学部および法学部の一員と て「日本政治思想史」の授業 ご担当になられ と同時に、大学院政治経済学研究科におい も長年「日本政治史特論」 授業をご担当 れてきまし 。また、先生ご自身のリーダーシップにもと 設置された政治経済研究所 所長として、研究所活性化にご尽力されてまいりました。現在研究所は、 員・客員研究員あわせて百名を越える大所帯 なりました。また 年四回の研究フォーラム開催、年二回のシンポジウムの開催、年二回の『政治経済研究所年報』 発行、同じく 二『武蔵野法学』の発行、 『政治経済研究所通信』の年二回の発行など、活発な研究および啓蒙活動を行なっております。
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このように寺崎先生は、学長の激務を全力で全うされると同時に、教育、研究のすべての分野において、武
蔵野大学発展のために先頭に立って活動されてこられました。先生のお力のお陰で研究所も立派に成長してまいりました。今後は、法学部教員一同、研究と教育を通じて、先生の築かれた基礎の上に堅固な建物を構築する努力を日々重ねてまいる決意を堅くしております。今後とも温かな目で私たち後学の努力をお見守りいただければ幸 に存じます。　
寺崎修先生は、現在、日本法政学会理事長の要職をお勤めになっております。末筆ながら、先生が、今後ま
すますご健康で日々 お過ごしになり、ご研究におい も、いっそうの進展とご活躍をなされることを念じております。　
寺崎先生、あらためまして 今日までのご尽力とご指導に厚く御礼申し上げます。
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